
………………………………………………………………………………………

2

道州制に関して日ごろ感じていることを以下

に列挙する。何かの参考にしていただければ幸

いである。

� 道州制を四国発展の切り札にするための施

策を検討し，長期的展望にたって，魅力ある

四国州実現のための準備に入る。地域の発展

なくして日本の発展はない。

� 州都を決めて，現在四国に置かれている財

務局，経済産業局，整備局，総合通信局，森

林管理局などの新社屋を州都に建設していく。

� 州都は，現在の県庁所在地からほぼ等距離

にある場所とする。新州都の「交通の要」と

しての機能を有効に生かす工夫こそが四国発

展への起爆剤となるからである。

� 東アジアの玄関口となる国際空港を，州都

に建設する。各県庁所在地から１時間程度の

距離であれば，四国の半数が容易に利用でき

る。この空港の活用によって，国際的な交流

が促進される。北海道・沖縄など比較的遠く

の国内各地との交流にも寄与する。国際空港

には，日本の管理区域外となる場所が存在す

る。現在は免税店がある程度であるが，そこ

にカジノを置くことも可能となる。

� 四国は，気候風土に恵まれ，歴史文化遺産

にも恵まれている。それらを武器として，定

住人口が増加する魅力ある州とする施策を展

開する。６０歳から１００歳までの人に生きがい

と安心とを与える仕組みの構築などがその例

である。

� 四国は森林に恵まれており，水と太陽と風

に恵まれた日本最高のエコ社会の実現が可能

である。森林整備には，不在地主の拡大防止

が不可欠である。自転車道と歩道の整備を急

ぎ，近距離は徒歩と自転車で安全・快適に移

動できるエネルギー消費の少ない社会を実現

する。

� 最低限度の社会基盤整備は不可欠である。

かつてのローマや米国は道路ネットワークを

完備することによって栄えた。

� 既存インフラの有効活用は直ちに行うこと

ができる。その一つが高速道路料金の大幅値

下げによる有料道路の有効活用である。高速

料金を節約するために，トラックが国道を走

っているのは不合理である。

	 ガソリン税を大幅に値上げしても，高速料

金は値下げすべきである。これによって，エ

ネルギー消費は明らかに減少する。その場合，

四国内での中距離移動は自動車，長距離移動

はバス，列車が中心となる料金設定とする。

四国外との交流は船舶と航空機が中心となる

ので，これら各交通手段の連携を図るのは当

然である。

道州制移行を四国発展の
切り札に

四国経済連合会参与（高知工科大学学長） 岡村 甫

春風が心地よい今日このごろ。庭のハクモクレンが満開に

なりました。白い清楚な花が澄み渡った青空に映え，美しく

輝いています。

日毎に暖かさが増し，待ち遠しい桜の便りも届くと，春本

番です。

今月号では，東アジアをターゲットにした観光振興をテー

マに開催いたしました「新四国創造フォーラム」を中心に掲

載しております。

最近，四国の観光地でもアジアの人たちを見かけるように

なりましたが，是非とも，たくさんの外国人観光客に来ても

らえる四国にしたいものです。

来る４月１４日（月）には理事会を開催し，６月の定時総会に

付議する平成２０年度事業計画（案）などのご審議をいただき

ます。新年度もより一層のご指導ご支援を賜りますよう，お

願い申し上げます。

この度，事務局の一部に異動がありました。事務局次長の

綾田尚也氏が出向元に帰り，新たに，調査部チーフ調査役と

して水野則夫氏が着任しました。よろしくお願いします。

（わたなべ）

イロ スミ
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「明日をひらく 四経連」 No．５４６

発 行■平成２０年３月
発行所■四国経済連合会

〒７６０―００３３ 高松市丸の内２番５号
（ヨンデンビル４階）

TEL（０８７）８５１―６０３２
FAX（０８７）８２１―９３８４
http : //www．yonkeiren．jp/sef/

印 刷■牟�印刷株式会社

この会報は，環境保全のためSOYINKと再生紙を使用しています。

表
紙
２
－
３

四
国
経
済
連
合
会

会
報
３
月
号

H２０
．

千思万考

●ハクモクレン

表
紙
２
－
３

四
国
経
済
連
合
会

会
報
３
月
号

H２
０
．

四経連２００８．３


